
微分方程式 (電気) 演習問題 No.11 解答
問題 1
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である。ところで
iωeiωt = −ω sin(ωt) + iω cos(ωt)

だから (⋆⋆) を実部虚部に分けると
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これにより

ReI =
1

|Z|
cos(ωt− θ) は LI ′′ +RI ′ +

1

C
I = −ω sin(ωt) の解
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であることがわかる。さらに
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I dt = eiωt の解
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∫
I dt = sin(ωt) の解

と書けば見通しがよくなるでありましょう。
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